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イメー ジン グ ・ ウ ィ ン ドプロ フ ァ イラー の 開発
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は じめに　　　　　　　　　　　　 且ler；IWP ）の 開発を行 っ て い る 。

　 大気中の 微量成分の 輸送は・対流に よ るも IWP シ ス テム

？驪 驫 軈髷欝 蔀響 森毒グ驪 霧貔 繍購 蹴 鍬

講 鞴鑢 韈譱醗孟鰭 鰯钁轢 薦
観測装置 として優位にあ る が ・ 従来空間分解能 実現す る 。

弊黷 驫 器誤驪 鶉こ器驚 周 波数領域干 渉計の 開発

離分解能は パ ルス幅で 、 空 間分解能は ア ン テナ　　周波数領域干渉計法 とは ・ わずか に周波数

ビーム幅で 規定され る 。　　　　　　　　　 の 異な る複数の 送信波を照射 し・ 受 信信号問

　 MU レー ダー
で は、 2003 年度 に 「超 多チ ャ　の 位 相差 を も とに レー ダー

の 送信パ ル ス 幅 よ

ン ネル デジタル受信シ ステム 」 が導入され 、 送　り細か い 高度分解能を得 る 手法で あ る 。 LQ7

受信周波数を切 り替えなが ら 、 ア ン テ ナ各群か　に多周波 （中心周波数 1357・5MHz に対 して ・ O
，

らの受信信号を 、 同時に 並行 して取得す る こ と　±250kHz ・±500kHz の 5周波）送受信機能 を付

がで き る よ うにな り、 レー ダー上空の 大気乱流 加 し・2 月 11 日か ら周波数 領域干渉計 の 試験

エ コ ー強度の 空 間分布を 3 次元イ メ
ー ジ ン グ 観測を行 っ て い る 。 現在 ・ 各周波数にお け る初

鼎 鬻 さ齪鱗欝 と鴇嬲 鞭 尹鞦瓣 誰鬻 贏謝 疊
え に 、 送信か ら受信 の 切 り替え に 時間 がかか 推 定を行 う予定 で ある 。 講演で は これ らの 結果

り、 高度 2km 以下を観測で きない 。　　　　　を紹介する予定で ある。

　 MU レー ダーで観測不可能な高度 2km 以 下 おわりに

の 下層 大気 に おけ る乱 流 の 3次元構 造 を観測　　 今後 、外 付 けの デジタル受信 ボ
ー

ドに よ り

可能 とす る こ とを 目的 と して 、 イ メ
ー ジン グ ・ 空問領域干渉計観測 も実現 し 、 3次元 イ メー ジ

ウィ ン ドプロ フ ァイ ラー
（lmaging　Wind 　Pr｝ 　ン グ観測を行 う計画 であ る 。

表 1．LQ7 の 主要諸元
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